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 ＜法人の概要＞ 

所在地： 愛媛県南宇和郡愛南町 

設 立：平成８年１月 

事業内容：柑橘の栽培及び販売、柑橘加工品の製造及び販売 

資本金： 7,500 万円  

売上高：３億４千万円（令和４年） 

販売先：個人宅配 2 億 3,000 万円、学校給食 1 億円、生協 1,000 万円 

役 員：１名（うち農業従事 1 名） 

従業員数：20 名（正社員 12 名、パート 8 名）、うち農業従事者 12 名 

経営面積：40ha 

作付作物：河内晩柑 9ha、レモン 10ha、夢オレンジ(愛媛果試第 28 号)9ha、 

はるか 7ha、不知火 3.5ha、みかん 1.5ha、 

商標登録：「みかん職人」「夢オレンジ」 

＜営農開始から法人化するまでの状況＞ 

 昭和 50 年に先代が甘夏１ha、河内晩柑１ha を定植し柑橘栽培を開始、昭和 55

年には高知県内に開墾した２ha と併せ栽培面積４ha となり、地元の果実専門農協

の生産量の 25％を占めるまでになった。 

その後バブル景気で作れば売れる状況であったが、平成 5 年の就農時にはバブル

崩壊による価格暴落により売上げが 1/3 に減少し、就農後３年でこのままの経営で

は行き詰まる状況となった。 

競りにより販売価格が決定されることが原因と判断し、平成８年に安定した価格

で販売することを目的に、有限会社タケダを設立し消費者への直販を開始した。 

個人宅配用の柑橘 
 



トラックに積載された散水車 
 

国営農地開発団地での柑橘栽培 
 

カットフルーツ（給食用） 河内晩柑ゼリー（給食用） 

 

 
 
 

 

  

 
 

＜法人化から現在まで～６次産業化の取組による発展＞ 

 農協出荷では自らが販売価格を決定できないため個人宅配を始めたが、町内を訪

れるお遍路客が集まるバス停近くに建物(接待所)を確保し、そこで得られた顧客デ

ータの収集（河内晩柑の試食による購入商品の無料配送）が大いに役立った。 

平成 12 年に専門農協を脱退し学校給食事業を開始した。 

河内晩柑は出荷時期が春夏に限定されるため、平成 16 年から 1 年中販売が可能

となるよう毎年２ha 多品種の作付けを開始し、平成 18 年には栽培面積 20ha、売上

高 1 億円を達成し、法人名を「株式会社みかん職人武田屋」に変更した。 

農産物の高付加価値化・経営の多角化を図るため、平成 23 年に光センサー選別

機を導入し、翌平成 24 年には氷菓加工場及び保冷施設を整備し６次産業化の体制

を整えた。 

また、レモンはみかん屋の中では目立たないため、令和元年に株式会社国産レモ

ン(令和３年にレモン職人に商号変更)を設立し、生産・加工部門を分社化した。 

令和３年には、栽培面積 40ha、売上高３億円を達成した。 

 



自由自在に切分けが可能なカット装置 カットされた柑橘 

 

 

 
 
 

 

＜特徴的な取組＞ 

① 年間を通じて商品が販売可能となるよう、多種品目の柑橘を栽培している。 

② 売上高は毎年伸びていることから、作付面積を確保するため規模拡大を図って

おり、利用権設定による貸借で集積しているが、借入農地の情報は所有者から

一方的に入ってくる状況であり、農地中間管理事業は活用していない。 

③ 隣接する高知県内の７市町村で国営農地開発事業整備団地の借入を図ることに

より、平場の圃場を確保することで機械の導入が可能となり、農作業の効率化

・省力化を図るとともに、シルバー人材の活用を可能としている。 

④ 各圃場で多種品目を栽培することで災害の発生リスクを分散している。 

⑤ 従業員が農作業従事から加工・出荷まで全ての作業を行うことで、作業に応じ

たシフトを可能にしている。 

⑥ ６次産業化の取組については、規格外品・余剰品をゼリーやカット果物にする

ことで農産物加工や消費者への直販を行う外、契約販売については自らが価格

設定を行うことができる学校給食に限定している。 

⑦ 農産物の加工にあたっては、変幻自在のカットが可能となる機械装置を導入し

顧客の価格設定に応じた販売を実現している。 

 

＜今後の農業経営の展開方向＞ 

① 農産物の生産から販売まで行う「６次産業化による農業経営」の拡大。 

② 年間３～４ha の規模拡大を図り、５年後には経営面積 100ha を目指す。 

③ 商品により一層の付加価値を付けることにより、現在の４億円から 10 億円の売

上高を目指す。 


